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雀
の
松
原
は
、
か
つ
て
魚
崎
に
広
が
っ

て
い
た
景
勝
地
で
す
。
平
安
時
代
の
『
和

名
類
聚
鈔
』
に
は
「
佐
才
」
と
記
さ
れ
、

古
く
は
佐
才
郷
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
住
吉
川
の
大
洪
水
に
よ
っ
て
松

林
が
生
ま
れ｢

佐
才
松
原｣

と
称
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
や
が
て｢

さ
さ
い｣

の
音
に

｢

雀｣

の
字
が
当
て
替
え
ら
れ
、
後
に｢

雀｣

と
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
鎌
倉
期
に
は
す
で
に
広
く
知
ら

れ
、
『
源
平
盛
衰
記
』
に
は
名
所
と
し
て
、

『
平
家
物
語
』
に
は
戦
域
の
一
角
と
し
て

登
場
し
ま
す
。
さ
ら
に
南
北
朝
期
に
は
、

観
応
の
擾
乱
の
際
に
周
辺
が
戦
場
と
な
り
、

雀
の
松
原
に
足
利
尊
氏
方
の
軍
勢
が
布
陣

し
た
こ
と
が
『
太
平
記
』
に
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
白
砂
青
松
の
景
観
は
人
々
を
魅
了

し
、
多
く
の
歌
が
詠
ま
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
こ
の
地
に
は
「
雀
合
戦
」
と
い

う
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
民
間
伝
承
が
残
り
ま
す
。

数
年
に
一
度
、
丹
波
か
ら
攻
め
て
く
る
雀

の
大
軍
と
松
原
の
雀
が
争
い
、
そ
の
様
子

を
見
よ
う
と
多
く
の
見
物
人
が
集
い
、
な

か
に
は
戦
死
し
た
雀
を
焼
き
鳥
に
し
て
売

る
者
も
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
雀
の

地
名
に
な
ぞ
ら
え
、
史
実
の
合
戦
を
戯
画

化
し
て
語
ら
れ
た
伝
承
で
し
ょ
う
か
。 

現
在
、
松
原
は
失
わ
れ
ま
し
た
が
、
阪

神
魚
崎
駅
近
く
の
広
場
に
残
る
石
碑
が
、

往
時
の
名
声
を
静
か
に
伝
え
て
い
ま
す
。 
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参
考
：
『
魚
崎
町
誌
』
、
『
東
灘
歴
史
散
歩
』
ほ
か 

 
『海道名所記』元文元年（1736）に加筆 

（神戸市立中央図書館貴重資料デジタルアーカイブズより） 

住吉川の西側に雀の松原があった 

魚崎西町(東灘区)に残る2基の歌碑 

竹
な
ら
ぬ
か
げ
も
雀
の
や
ど
り
と
は  

い
つ
な
り
に
け
ん
松
原
の
跡 

杖
と
め
て
千
代
の
古
塚
と
へよ
か
し 

是
や
昔
の
雀
松
原 

 

さ
さ
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さ
さ
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住
吉
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神
戸
大
空
襲
を
忘
れ
な
い 

戦
後
80
年
、

明
日
へ
つ
な
ぐ
記
憶 

神
戸
空
襲
を
記
録

す
る
会
編
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン

タ
ー
） 昭

和
四
十
六
年
の
発
足
以
来
、
空
襲

体
験
記
の
出
版
や
空
襲
犠
牲
者
の
慰
霊

碑
の
建
立
な
ど
幅
広
い
活
動
を
展
開
し

て
き
た
「
神
戸
空
襲
を
記
録
す
る
会
」

が
、
戦
後
八
〇
年
の
節
目
に
刊
行
。 

前
半
に
は
、
新
た
な
体
験
記
に
加
え
、

戦
後
史
の
な
か
で
埋
も
れ
て
き
た
戦
争

孤
児
の
貴
重
な
証
言
が
集
め
ら
れ
た
。

後
半
は
、
同
会
の
歩
み
と
成
果
が
綴
ら

れ
る
。
ま
た
、
昭
和
二
十
年
七
月
に
神

戸
に
投
下
さ
れ
た
模
擬
原
爆
に
関
す
る

調
査
内
容
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
過
去
を
記

録
し
、
未
来
に
継
承
す
る
同
会
の
取
り

組
み
に
新
た
な
ペ
ー
ジ
が
加
わ
っ
た
。 

           

懐
か
し
き
モ
ト
コ
ー 

元
町
高
架
通
商
店

街 

西
川
光
子
写
真
・
文
（
神
戸
新
聞
総

合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

Ｊ
Ｒ
元
町
駅
か
ら
神
戸
駅
ま
で
の
高

架
下
に
続
く
「
モ
ト
コ
ー
」
は
、
戦
後

の
闇
市
を
起
源
と
し
、
中
古
品
店
な
ど

が
並
ぶ
独
特
の
雰
囲
気
で
親
し
ま
れ
て

き
た
。
現
在
は
耐
震
工
事
が
進
む
。 

本
書
は
神
戸
生
ま
れ
の
ア
マ
チ
ュ
ア

写
真
家
に
よ
る
モ
ノ
ク
ロ
写
真
集
。
二

〇
一
一
年
か
ら
撮
影
さ
れ
た
在
り
し
日

の
モ
ト
コ
ー
の
姿
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

か
つ
て
の
「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
」
な
活
気
が

よ
み
が
え
り
、
店
主
と
客
の
や
り
と
り

が
聞
こ
え
て
く
る
か
の
よ
う
だ
。 

 

セ
ツ
と
八
雲 
小
泉
凡
著 

木
元
健
二
聞

き
手
（
朝
日
新
聞
出
版
） 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
の
モ
デ

ル
と
し
て
注
目
が
集
ま
る
、
小
泉
八
雲

（
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
）
と
そ
の

生
涯
を
支
え
た
妻
・
セ
ツ
。
明
治
二
十

七
年
に
八
雲
が
神
戸
ク
ロ
ニ
ク
ル
社
の

新
聞
記
者
と
な
り
、
二
人
は
約
二
年
間

を
神
戸
で
暮
ら
し
た
。
八
雲
は
神
戸
を

気
に
入
っ
た
妻
の
た
め
に
素
敵
な
家
を

建
て
て
や
り
た
い
、
と
手
紙
に
記
し
た
。 

二
人
の
歩
み
、
そ
し
て
生
ま
れ
た
文

学
の
魅
力
を
、
ひ
孫
で
記
念
館
館
長
の

小
泉
凡
氏
が
語
る
。 

大
谷
探
検
隊
吉
川
小
一
郎 

探
究
と
忍
耐

そ
の
人
間
像
に
迫
る 

龍
谷
大
学
龍
谷

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
編
集
・
発
行 

吉
川
小
一
郎
（
一
八
八
五
～
一
九
七

八
）
は
、
本
山
村
字
岡
本
（
現
・
東
灘

区
）
の
山
麓
に
建
て
ら
れ
た
大
谷
光
瑞

の
別
邸
・
二
楽
荘
の
建
設
に
関
わ
り
営

繕
担
当
と
し
て
勤
務
し
た
。
そ
の
後
、

大
谷
探
検
隊
第
三
次
隊
の
一
員
と
し
て

大
陸
に
渡
り
、
約
三
年
間
中
央
ア
ジ
ア

各
地
の
仏
教
遺
跡
を
調
査
、
帰
国
後
は
、

二
楽
荘
売
却
の
処
理
に
従
事
し
た
。 

吉
川
の
足
跡
と
人
間
像
に
迫
る
展
覧

会
図
録
。
書
簡
や
記
録
写
真
等
、
貴
重

な
資
料
を
多
数
掲
載
し
て
い
る
。 

 

夏
鶯 

赤
神
諒
（
集
英
社
） 

「
神
戸
事
件
」
の
責
任
を
負
い
切
腹

し
た
岡
山
藩
士
・
瀧
善
三
郎
。
本
書
は

事
件
と
彼
の
生
涯
に
着
想
を
得
て
、
過

酷
な
運
命
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
武
士

と
し
て
の
誇
り
を
貫
い
た
主
人
公
・
滝

田
蓮
三
郎
の
生
涯
を
描
い
た
時
代
小
説
。 

蓮
三
郎
は
一
七
歳
に
し
て
岡
山
城
へ

出
仕
す
る
が
、
故
あ
っ
て
永
蟄
居
を
命

じ
ら
れ
、
故
郷
の
金
谷
へ
戻
さ
れ
て
し

ま
う
。
一
時
は
自
暴
自
棄
に
な
る
が
、

次
第
に
金
谷
の
人
々
か
ら
慕
わ
れ
る
存

在
と
な
っ
て
い
っ
た
蓮
三
郎
は
一
五
年

ぶ
り
に
永
蟄
居
を
解
か
れ
た
が
…
。 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
資
料
集 

Ⅳ
 

住
吉
の

記
憶
「
女
性
・
子
ど
も
の
目
」 

住
吉
学

園
・
住
吉
歴
史
資
料
館
編
集
・
発
行 

東
灘
区
住
吉
地
域
で
暮
ら
す
人
々
の

震
災
体
験
や
復
興
の
歩
み
を
記
録
し
た

資
料
集
の
第
四
集
。
こ
れ
ま
で
十
分
に

取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
女
性

や
子
ど
も
の
視
点
か
ら
見
た
震
災
の
姿

を
収
め
て
い
る
。 

当
事
者
へ
の
聞
き
取
り
に
加
え
、
詳

細
な
注
記
や
客
観
的
デ
ー
タ
を
交
え
、

当
時
彼
ら
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
を
具

体
的
に
検
討
。
震
災
か
ら
二
ヵ
月
後
に

住
吉
中
学
校
の
生
徒
が
描
い
た
ス
ケ
ッ

チ
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

地
域
の
生
活
文
化
を
踏
ま
え
た
災
害

体
験
の
記
録
は
、
全
国
の
次
な
る
災
害

へ
の
貴
重
な
教
訓
と
な
る
に
違
い
な
い
。 

    
 

― 新 し く 入 っ た 本 ― 

こ

う

ず

い 

に

ら

く

そ

う 

か
な
や 

え
い
ち
っ
き
ょ 
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い
つ
か
よ
み
が
え
る
日
の
た
め
に 

阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
全
壊
し
た
谷
崎
旧
邸
、

鎖
瀾
閣 
資
料
集 

鎖
瀾
閣
復
元
委
員
会

編
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
潤
」
） 

東
灘
区
岡
本
に
あ
る
谷
崎
旧
邸
、
鎖

瀾
閣
。
転
居
を
繰
り
返
し
た
谷
崎
が
唯

一
自
ら
設
計
し
、
中
国
趣
味
を
取
り
入

れ
た
和
風
邸
宅
で
、
こ
の
家
で
『
蓼
喰

ふ
虫
』
や
『
卍
』
が
生
ま
れ
た
。
震
災

で
全
壊
し
て
し
ま
っ
た
が
、
令
和
七
年

にⅤ

Ｒ
映
像
で
の
復
元
を
果
た
し
た
。 

 
 

本
書
は
、
鎖
瀾
閣
を
後
世
に
残
そ
う

と
奔
走
す
る
復
元
運
動
の
全
記
録
で
あ

る
。
邸
宅
の
写
真
や
再
建
運
動
を
報
じ

た
新
聞
記
事
、
運
動
の
経
緯
を
ま
と
め

た
年
表
な
ど
、
豊
富
な
資
料
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
復
元
に
対
す
る
揺
る
が
ぬ

思
い
が
力
強
く
伝
わ
っ
て
く
る
。 

 

           

お
い
し
い
お
米
を
つ
く
り
た
い
！ 

ゆ
う

ち
ゃ
ん
、
小
学
生
で
農
家
に
弟
子
入
り
し

ま
し
た 

谷
本
雄
治
（
汐
文
社
） 

小
学
生
の
「
ゆ
う
ち
ゃ
ん
」
こ
と
新

宅
佑
輔
く
ん
は
、
農
家
の
中
井
知
広
さ

ん
の
作
る
米
の
美
味
し
さ
に
感
動
。
三

年
生
の
自
由
研
究
の
テ
ー
マ
に
米
作
り

を
選
び
、
中
井
さ
ん
に
弟
子
入
り
し
て
、

西
区
神
出
町
で
米
作
り
を
始
め
た
。 

小
学
生
に
と
っ
て
米
作
り
は
重
労
働

ば
か
り
だ
。
田
起
こ
し
、
田
植
え
、
雑

草
や
害
虫
と
の
闘
い
、
そ
し
て
台
風
を

乗
り
越
え
て
、
よ
う
や
く
稲
刈
り
が
で

き
る
。
苦
労
を
経
て
収
穫
し
た
米
は
と

て
も
甘
く
、
努
力
が
実
を
結
ん
だ
。
二

年
目
に
は
工
夫
を
重
ね
、
目
標
の
収
穫

量
に
も
到
達
し
た
。
ひ
た
む
き
に
米
作

り
に
向
き
合
う
少
年
の
姿
が
ま
ぶ
し
い
。 

  

そ
の
他
の
新
刊
＝ 

 

淡
河
の
城
と
淡
河
氏
の
運
命 

戸
田
紘

著
・
発
行 

ア
ス
ベ
ス
ト
リ
ス
ク 

阪
神
・
淡
路
大
震

災
か
ら
30
年 

災
害
と
ア
ス
ベ
ス
ト
―
阪

神
淡
路
30
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
集
・
発
行 

今
日
も
、
ち
ゃ
舞
台
の
上
で
お
ど
る 

坂

口
涼
太
郎
（
講
談
社
） 

 

                   

          

 

                              

金山平三は日本近代洋画を代表する画家の一人です。元町通3丁目に生まれ、2歳の時に生母を病気で

亡くし、父・春吉が後妻を迎えたのち一家は元町通5丁目に移りました。後妻との関係は良好で、平三の

留学費用も工面するほど大切にされていました。神戸尋常小学校を卒業後は京都の同志社予備学校に進

みましたが、持ち前の腕白さから学校を転々とすることになります。明治37年に東京美術学校（現・東

京藝術大学）に入学し西洋画科へ。ここでは学業成績、品行が優れていると認められ、2年連続で特待生

に選ばれました。画家の黒田清輝に師事し、明治42年に首席で卒業。明治44年に神戸に戻り、翌年から

約4年にわたるヨーロッパ留学へ旅立ちました。 

留学から帰国した翌年の大正5年、第10回文部省美術展覧会で風景画『夏の内海』が初入選にして特選

第2席を受賞しました。その後、平三は帝国美術展覧会の審査員も務めましたが、昭和10年の帝国美術院

改組をめぐる騒動を機に画壇と距離を置き、独自の創作活動を貫くようになります。 

平三は風景画に力を注ぎましたが、「芝居絵」も残しています。明治中期から 

神戸にはさまざまな劇場が生まれました。平三は花隈の播半座をはじめ、大黒座、 

八千代座、相生座などへよく通っていたそうです。平三自身も「私は五つ六つ頃 

から芝居がすきであつた。（中略）芝居に出て來た人物の仕草や、着付の色や模 

様などを覺えてゐる。その頃のことを記憶の中に辿つて此頃畫生活にかなり役立 

つてゐる。」（「思出の春」『美術新論』昭和7年1月号）と書き残しています。 

神戸  その㉟  
あんな人こんな人 

金山 平三 かなやま・へいぞう  

明治16年(1883) ～ 昭和39年(1964) 

さ 

ら
ん
か
く 

た
で
く 

ま
ん
じ 

し
ん 

か
ん
で 

た
く 

【参考】『金山平三』飛松實（日動出版部，1975）、『金山平三展 生誕100年 幻の画家が描いた日本の自然』（兵庫県立近

代美術館，1983）ほか 【画像】『金山平三全芝居絵』（朝日新聞東京本社企画部, 1971） 

 

はりはんざ 
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ラ
ン
ダ
ム
・
ウ
ォ
ー
ク
・ 

イ
ン
・
コ
ウ
ベ
112 

 

北
区
の
農
村
舞
台 

 

神
戸
市
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら
受
け
継

が
れ
て
き
た
貴
重
な
文
化
遺
産
「
農
村
舞

台
」
が
複
数
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

農
村
舞
台
は
、
農
山
漁
村
で
芸
能
を
上

演
す
る
た
め
に
造
ら
れ
た
舞
台
建
築
で
す
。

特
に
兵
庫
県
内
に
は
、「
農
村
歌
舞
伎
」
を

演
じ
る
た
め
の
舞
台
が
多
く
造
ら
れ
ま
し

た
。
江
戸
時
代
、
町
人
文
化
と
し
て
花
開

い
た
歌
舞
伎
が
地
方
の
農
村
に
も
広
ま
っ

て
、
農
民
が
演
じ
る
「
農
村
歌
舞
伎
」
と

し
て
定
着
し
、
舞
台
が
築
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。
舞
台
の
多
く
は
神
社
の

境
内
に
あ
り
、
神
に
奉
納
す
る
能
な
ど
の

舞
台
と
兼
ね
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
に
は
農
民
へ
の
芝
居
禁
止
令
が

何
度
も
出
て
い
た
た
め
、
奉
納
用
の
舞
台

と
す
る
こ
と
で
取
り
締
ま
り
を
免
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。
日

本
最
古
の
農
村
舞
台
は
、
北
区
淡
河
町
の

厳
島
神
社
境
内
に
あ
る
北
僧
尾
農
村
歌
舞

伎
舞
台
で
、
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
の

建
築
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
村
舞
台
研
究

家
の
松
崎
茂
ら
が
執
筆
し
た
『
神
戸
の
農

村
舞
台
』
神
戸
市
文
化
財
調
査
報
告
７

（
昭
和
三
十
九
年
刊
行
）
で
は
、「
山
田
町

に
14
棟
（
現
存
６
棟
）、
淡
河
町
に
15
棟

（
現
存
７
棟
）、
押
部
谷
町
に
５
棟
（
現
存

２
棟
）
、
櫨
谷
町
に
１
棟
（
現
存
し
な
い
）
」

の
計
35
棟
の
農
村
舞
台
が
神
戸
市
内
に

在
っ
た
と
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
舞
台
の
な
か
に
は
、
高
度
な

仕
掛
け
を
備
え
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
北

区
山
田
町
の
天
満
神
社
境
内
に
あ
る
上
谷

上
農
村
歌
舞
伎
舞
台
（
一
八
六
三
年
建
築
）

に
は
、
珍
し
い
「
床
几
廻
し
式
」
の
回
り

舞
台
が
あ
り
、
台
座
を
ま
わ
す
こ
と
で
台

上
に
と
り
つ
け
た
背
景
が
表
裏
入
れ
替
わ

り
、
素
早
く
場
面
転
換
が
で
き
る
工
夫
が

さ
れ
て
い
ま
す
。
同
町
の
天
彦
根
神
社
の

境
内
に
あ
る
下
谷
上
農
村
歌
舞
伎
舞
台
は
、

棟
札
に
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
再
興

と
あ
り
、
起
源
は
さ
ら
に
古
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
間
口
一
二
ｍ
、
奥
行
八
ｍ
の
大

規
模
な
舞
台
の
設
備
は
国
内
で
比
類
の
な

い
も
の
で
、
回
り
舞
台
の
ほ
か
、
上
下
に

一
八
〇
度
回
転
し
て
橋
が
現
れ
る
仕
掛
け

の
あ
る
花
道
を
備
え
て
い
ま
す
。 

        

北
区
の
農
村
舞
台
は
、
昭
和
三
十
七
年

（
一
九
六
二
）
に
写
真
家
・
三
村
幸
一
が

神
事
撮
影
の
た
め
訪
れ
た
八
阪
神
社
（
山

田
町
原
野
）
で
偶
然
発
見
し
た
こ
と
を
契

機
に
、
日
本
演
劇
学
会
等
に
よ
る
調
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
演
劇
学
会
は
調
査

後
、
農
村
舞
台
の
復
元
・
保
存
措
置
を
講

じ
る
よ
う
県
・
市
教
育
委
員
会
に
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
神
戸

市
教
育
委
員
会
は
舞
台
の
視
察
を
行
い
、

前
出
の
松
崎
ら
に
調
査
を
依
頼
す
る
な
ど
、

重
要
民
俗
資
料
（
現
・
重
要
有
形
民
俗
文

化
財
）
の
指
定
を
目
指
し
て
動
き
始
め
ま

す
。
そ
し
て
、
下
谷
上
農
村
歌
舞
伎
舞
台

は
昭
和
四
十
一
年
に
兵
庫
県
の
、
四
十
三

年
に
国
の
重
要
民
俗
資
料
に
指
定
さ
れ
、

昭
和
四
十
一
年
に
設
立
さ
れ
た
保
存
会
を

中
心
に
、
地
元
住
民
が
大
切
に
管
理
し
て

き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
昭
和
五
十
二
年
一
月
二
十
三

日
未
明
、
火
災
が
お
こ
り
、
貴
重
な
花
道

や
回
り
舞
台
、
装
置
の
多
く
が
焼
失
し
て

し
ま
い
ま
す
。
舞
台
は
一
部
骨
格
を
残
す

ば
か
り
と
な
り
、
重
要
民
俗
資
料
の
指
定

も
解
除
さ
れ
る
か
と
不
安
が
広
が
り
ま
し

た
が
、
文
化
庁
か
ら
指
定
継
続
の
意
向
が

伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
全
焼
し
た
建
築
物
の

指
定
継
続
は
日
本
初
で
、
同
舞
台
の
保
存

会
会
長
は
「
文
化
庁
の
決
定
は
復
元
運
動

へ
の
大
き
な
励
ま
し
に
な
っ
た
」
（
『
神
戸

新
聞
』
同
年
三
月
十
一
日
）
と
語
っ
て
い

ま
す
。 

昭
和
五
十
四
年
九
月
に
は
修
復
工
事
が

完
工
、
十
一
月
に
は
修
復
を
記
念
し
て
、

江
戸
時
代
か
ら
続
く
「
播
州
歌
舞
伎
」
の

伝
統
を
継
承
す
る
、
嵐
獅
山
一
座
に
よ
る

上
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

            

令
和
七
年
（
二
〇
二
五
）
九
月
に
は
下

谷
上
農
村
歌
舞
伎
舞
台
の
茅
葺
屋
根
の
修

理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
北
区
で
は

現
在
も
農
村
歌
舞
伎
の
上
演
会
や
体
験
会

が
催
さ
れ
る
な
ど
、
農
村
舞
台
が
地
域
の

人
々
の
手
で
保
存
・
活
用
さ
れ
、
文
化
継

承
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

し
も
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み
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に
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わ

 

下谷上農村歌舞伎舞台（2026年1月撮影） 

あ
ま
つ
ひ
こ
ね 
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花道から橋が出現する様子 

（2019年11月撮影、神戸市文化財課提供） 
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